日本建築法制会議 臨時東京会議 議事録

日　時：　２０１４年１１月１８日（火曜日）１２時３０分～１５時３０分
場　所：　東京都千代田区丸の内三丁目５番１号東京国際フォーラムＢ１ 有楽町カフェ＆ダイニング
出席者：　７名（敬称略・50音順）　
大山 宏、竹川忠芳、辻 英一、平松朝彦、眞柄榮毅、柳澤孝次、山田利行
◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
○提出資料（大山 宏）
　：「建築基本法シンポジウム（第７回）「空き家対策からストック活用へ」
　・空き家の現状と対策の現在（萩原淳司）
・ストック時代の住宅政策・都市政策をどう考えるか？～空き家問題に関連して～（田村誠邦）
・建築ストック再考～リファイニング建築という手法（青木茂）
・建築基本法の視点から見た空き家問題（神田 順）

　日時：平成２６年１１月１３日（木）１５：００～　　場所：衆議院第二議員会館１階多目的会議室
⇒　出席者（ 国会議員７名、　国会議員秘書２名、 資料持帰り１８名、一般参加者　１２８名）
⇒ 構造分野のストックの実態は如何に・・・そもそも、コンクリート構造物の品質確保のためには、コンクリートの密度を正しく計量することが必須なのであるのだが・・・
　○提出資料（辻 英一）
　　：【一貫構造計算プログラムについて大臣認定と星睦廣氏の所論（メモ）】、辻 英一、２０１４年６月８日
　：「安心できる建物をつくるために-構造設計者と共に考えましょう-  解説編 1. 耐震設計の考え方  
２．構造設計者の役割 ３．建物の構造とは ４．耐震性能グレード」、日本建築構造技術者協会ＪＳＣＡ」、
　　：「浦安液状化訴訟の第一弾　被害の予見可能性を否定　不法行為責任を認めず」、
日経アーキテクチャ、２０１４年１１月１０日
　　：「空き家率が過去最高の１３．５％に　マンション高層化が供給過剰に拍車」、
日経アーキテクチャ、２０１４年８月２５日
⇒少子高齢化社会を見据えたInfrastructureの構築のあり方が一層問われている。
　：「マスコミ業界ばなし－ＮＨＫの籾井勝人-、-　朝日新聞の木村伊量　-」、選択、２０１４年１１月
　：「沈みゆく「京都大学」、“ミニ東大化”で個性失う西の雄」、選択、２０１４年９月
　：「危険だらけの食肉加工品　国産でも恐ろしい「製造工程」の暗部」、選択、２０１４年９月
　：「罪深きは、この官僚　 池内幸司国土交通省水管理・国土保全局長」、選択、２０１４年１１月
　：「局長自ら２７００万円補填　大阪観光局　音楽祭赤字９４００万円」、朝日新聞、２０１４年１０月２２日
　○提出資料（平松朝彦）
　　：【災害危険区域　・日本非常事態　・スーパー堤防の愚　・東日本大震災の教訓
　・繰り返される土砂災害の構図　・解決策はある】、　平松朝彦、平成２６年１１月１８日
　⇒長期的視座に基づくInfrastructureの構築が急務！・・・建築基準法第３９条の全面的な見直し
・・本州四国連絡橋による四国の実態・・・・・Le Corbusier（1887-1965）が提唱した理想都市「 輝く都市
Le Villa Radieuse 」　など・・・に学ぶ。
　○見学会提案（柳澤孝次）
：清林寺三重塔（東京都文京区向丘：東京メトロ南北線「本駒込」駅徒歩５分）、２０１５年春見学会。

　○図書紹介（真柄栄毅）
　：【２０世紀を築いた構造家たち】、小澤雄樹著、オーム社発行、平成２６年２月２５日
：【橋はなぜ落ちたのか　設計の失敗学　（Design Paradigms：Case Histories of Error and Judgment in Engineering ）】、Henry Petroski著、中島秀人・綾野博之訳、朝日新聞社　,２００１年１０月２５日　
